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４
月
初
め
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
昭
和

32
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
を
対

象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
い
な
い
方
、
紛
失

し
た
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
、
転
出
に
よ
り
、
住
民
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
と
ク
ー
ポ
ン
券
に
印

字
さ
れ
て
い
る
住
所
が
異
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
住

民
登
録
の
あ
る
市
町
村
で
再
発
行
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

集
団
接
種
の
予
約
の
電
話
が
繋
が
り
に
く

い
状
況
が
続
き
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
は
順
次
供
給
さ
れ
ま
す
。
今
後

の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
次
第
、
改

め
て
広
報
等
で
周
知
し
ま
す
の
で
し
ば
ら
く

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
策
室

　
　

℡ 

０
１
２
０
‐
６
５
‐
５
６
７
０

　
　

平
日
9
時
〜
17
時

令
和
３
年
度　

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康

診
査
・
歯
科
健
康
診
査
の
ご
案
内

年
１
回
、
健
康
管
理
の
た
め
の
健
康
診
査

と
歯
と
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
歯
科

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
対
象
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診
券
を

直
接
お
送
り
し
ま
す
。（
受
診
券
発
行
の

申
し
込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

令
和
３
年
３
月
か
ら
予
定
し
て
い
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
の
本

格
運
用
は
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

最
新
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
厚
生
労
働

省
・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

シ
ス
テ
ム
更
改
作
業
の
た
め
、
左
記
の
日

程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
各

種
証
明
書
が
取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
が
、
全
て
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
停
止
日　

５
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
５
月
５
日
（
水
）　

終
日

※
５
月
６
日
（
木
）
か
ら
通
常
ど
お
り
利
用

で
き
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・
所
得
課

税
証
明
書
の
利
用
時
間　
６
時
30
分
～
23
時

戸
籍
証
明
書
の
利
用
時
間　

８
時
30
分
～
17

時
15
分

■
利
用
対
象
科
目　

町
県
民
税
・
軽
自
動
車

税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ご
案
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
の
開
始
時
期
が
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
一
時

停
止
の
お
知
ら
せ

町
税
等
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

納
付
で
き
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加

入
の
皆
さ
ま
へ

〇
健
康
診
査

■
対
象
者　

被
保
険
者

■
検
査
項
目　

問
診
、
計
測
（
身
長
、
体
重
、

Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
圧
）、
血
液
検
査
、
尿
検
査

■
実
施
期
間　

令
和
３
年
６
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　

～
令
和
４
年
２
月
28
日

■
自
己
負
担　

無
料

■
持
ち
物　

保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票
、

問
診
票

■
実
施
場
所　

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
に

記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

〇
歯
科
健
康
診
査

■
対
象
者　

令
和
３
年
３
月
末
で
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
被
保
険
者

■
検
査
項
目　

問
診
、
口
腔
診
断
、
口
腔
機

能
検
査

■
実
施
期
間　

令
和
３
年
６
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　

～
令
和
４
年
２
月
28
日

■
自
己
負
担　

無
料

■
持
ち
物　

保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票
、

問
診
票

■
実
施
場
所　

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
に

記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

■
問
い
合
わ
せ　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合　

℡ 

４
２
８
‐
６
６
８
８

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

■
利
用
で
き
る
ス
マ
ホ
決
済
収
納

　

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
払
い
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
支
払
い
・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
・
支

払
秘
書

※
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
車
検
用
納
税

証
明
書
（
継
続
検
査
用
等
）
が
す
ぐ
に
必

要
な
方
は
、
ス
マ
ホ
決
済
収
納
以
外
の
納

付
方
法
（
金
融
機
関
等
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
納
付
し
た
軽
自

動
車
の
車
検
を
受
け
る
場
合
、
車
検
用
納

税
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
税
務
課
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

・
領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
納
付
履
歴

は
各
ア
プ
リ
の
「
利
用
明
細
」
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。（
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

〇
そ
の
他

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
、
フ
ィ
ー
チ

ャ
ー
ホ
ン
（
ガ
ラ
ケ
ー
）
か
ら
の
納
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

・
納
付
後
の
取
り
消
し
、
変
更
は
で
き
ま
せ

ん
。

・
携
帯
電
話
の
通
信
料
は
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５
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「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
の
み
ん

な
で
力
を
あ
わ
せ
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分

た
ち
の
手
で
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。」（
紀
美

野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
）
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、
年
２
回
（
５
月
と
10
月
の
第
３

日
曜
日
）
実
施
し
て
い
る
町
民
一
斉
清
掃
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
５
月
16
日
に
予

定
し
て
い
た
第
１
回
町
民
一
斉
清
掃
を
中
止

し
ま
す
。
ま
た
、
役
場
で
の
ゴ
ミ
、
草
、
泥

令
和
３
年
４
月
分
か
ら
令
和
４
年
３
月
分

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
６
，

６
１
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納

付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
方

に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ
な
っ
て
お

り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制
徴
収

の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
、
地
区
要
望
等

に
係
る
維
持
補
修
、
管
理
業
務
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
、
建
設
課
組
織
の
一
部
を
見

直
し
、
地
籍
調
査
事
業
を
除
く
業
務
を
本
庁

に
移
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
４

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

建
設
課
の
職
員
配
置
を
変
更
し
ま
す

令
和
３
年
度
第
１
回
町
民
一
斉
清
掃
（
５
月

16
日
実
施
予
定
）
の
中
止
の
お
知
ら
せ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い
場
合
は
、
延

滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義

務
の
あ
る
方
※

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民

年
金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
納
付
義
務
の
あ
る
方
と
は
、
被
保
険
者
本

人
、
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配

偶
者
及
び
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課

　
　

℡ 
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　

℡ 

４
４
７
‐
１
６
６
０

な
ど
の
回
収
も
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

な
お
、
第
２
回
町
民
一
斉
清
掃
は
10
月
17

日
（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
に
よ
り
ど
う
し
て
も
道
路
の

整
備
や
清
掃
な
ど
を
行
う
場
合
は
次
の
点
に

留
意
し
十
分
な
感
染
予
防
対
策
を
し
た
上
で

実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
発
熱
や
咳
の
症
状
の
あ
る
場
合
や
体
調
不

良
の
場
合
は
参
加
し
な
い
。

・
多
数
の
人
が
集
ま
る
際
は
近
距
離
で
の
会

話
は
さ
け
る
。

・
清
掃
作
業
の
活
動
時
は
他
の
人
と
十
分
な

距
離
を
あ
け
る
。

・
共
有
す
る
清
掃
用
具
は
軍
手
な
ど
を
着
用

し
直
接
触
れ
な
い
。

・
作
業
後
は
必
ず
「
手
洗
い
」、「
う
が
い
」

を
す
る
。

・
食
事
を
と
も
な
う
よ
う
な
会
は
自
粛
す

る
。

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局　

教
育
委
員
会
教

育
課
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
９

（　

）
内
は
旧
職
で
す
。

【
課
長
級
】

総
務
課
長

　

坂　

詳
吾　
（
企
画
管
財
課
長
）

支
所
長
兼
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

湯
上　

増
巳　
（
税
務
課
長
）

税
務
課
長

　

坂　

昌
美
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　

太
田　

具
文
（
水
道
課
主
幹
）

住
民
課
長

　

東
浦　

功
三
（
ま
ち
づ
く
り
課
主
幹
）

企
画
管
財
課
長

　

中
前　

貴
康
（
企
画
管
財
課
主
幹
）

議
会
事
務
局
長

　

井
戸
向　

朋
紀
（
議
会
事
務
局
次
長
）

次
長
（
警
防
担
当
消
防
署
長
兼
務
）

　

井
川　

豊
一
（
警
防
課
長
）

次
長
（
庶
務
・
予
防
担
当
庶
務
課
長
事
務
取
扱
）

　

東
浦　

宏
彰
（
庶
務
課
長
）

【
主
幹
級
】

き
み
の
こ
ど
も
園
園
長

　

西
浦　

真
由
美（
き
み
の
こ
ど
も
園
副
園
長
）

警
防
課
課
長

　

岡
裏　

崇
（
消
防
署
副
署
長
兼
警
防
第
２

　
　
　
　
　
　

課
長
）

副
署
長
兼
警
防
第
2
課
長

　

中　

誠
吾
（
警
防
第
2
課
長
補
佐
）

副
署
長
兼
警
防
第
3
課
長

　

久
保　

博
規
（
警
防
第
3
課
長
補
佐
）

町
職
員
の
人
事
異
動
（
そ
の
１
）
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３
月
11
日
及
び
４
月
６
日
に
、
山
本
満
商

店
様
が
製
造
し
た
防
護
服
合
計
140
着
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
は
じ
め

様
々
な
用
途
で
最
大
限
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

今
回
の
「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」
は
、

伊
太
祁
曽
か
ら
海
南
・
紀
美
野
を
通
り
龍
神

に
至
る
、
龍
神
街
道
の
一
部
を
歩
き
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し

山
本
満
商
店
様
よ
り
防
護
服
140
着
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
み
る
・
あ
る
く
・
き
み
の
」
の

ご
案
内

左　山本満商店　山本満　様

保
健
福
祉
課
主
事　

藤
本　

博
己

税
務
課
主
事　
　
　

松
岡　

柚
稀

教
育
課
主
事
（
み
さ
と
天
文
台
）

　
　
　
　
　
　
　
　

米
澤　

樹

教
育
課
主
事
補　
　

南
方　

聖
那

き
み
の
こ
ど
も
園
主
事　
　

梅
本　

侑
実

こ
う
の
こ
ど
も
園
主
事
補　

小
林　

結
衣
菜

消
防
士　
　
　
　

井
本　

蒼
帆

消
防
士　
　
　
　

河
本　

陸

新
規
採
用
職
員
の
ご
紹
介

【
課
長
補
佐
級
】

水
道
課
長
補
佐

　

新
家　

直
樹
（
建
設
課
長
補
佐
）

保
健
福
祉
課
長
補
佐

　

植
田　

江
美
（
保
健
福
祉
課
主
任
）

総
務
課
長
補
佐

　

岡
見　

栄
利
子
（
総
務
課
主
任
）

企
画
管
財
課
長
補
佐

　

井
口　

玄
（
企
画
管
財
課
主
任
）

ま
ち
づ
く
り
課
長
補
佐

　

山
本　

正
起
（
ま
ち
づ
く
り
課
主
任
）

き
み
の
こ
ど
も
園
副
園
長

　

井
上　

寛
子
（
こ
う
の
こ
ど
も
園
主
任
）

警
防
第
2
課
長
補
佐

　

松
江　

充
博
（
警
防
第
2
課
係
長
）

警
防
第
3
課
長
補
佐

　

中
前　

友
和
（
警
防
第
3
課
係
長
）

【
退
職
】

参
事
（
総
務
課
長
事
務
取
扱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
峪　

康
則

議
会
事
務
局
長　
　
　
　
　
　

中
谷　

昌
弘

住
民
課
長　
　
　
　
　
　
　

仲
岡　

み
ち
子

き
み
の
こ
ど
も
園
園
長　
　
　

梅
原　

智
美

き
み
の
こ
ど
も
園
副
園
長　
　

木
下　

理
江

ま
ち
づ
く
り
課
長　
　
　
　
　

山
本　

訓
永

総
務
課
長
補
佐　
　
　
　
　
　

西
田　

善
光

教
育
課
主
査　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

裕
子

副
署
長
兼
警
防
第
１
課
長　
　

寺
中　

秀
明

込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
内
容　

海
南
市
別
院
小
池
峠
か
ら
役
場
本

庁
ま
で
の
旧
道
約
５
㎞
を
歩
き
ま
す
。

■
日
時　

５
月
20
日
（
木
）

　

９
時
～
正
午
頃
（
受
付
８
時
45
分
）

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
当
日
朝
連
絡
し
ま
す
。

■
集
合　

紀
美
野
町
役
場
本
庁

　
（
出
発
地
点
の
海
南
市
別
院
ま
で
バ
ス
で

移
動
し
ま
す
。）

■
定
員　

15
名
（
申
込
先
着
順
）

■
参
加
費　

500
円

　
（
保
険
料
含
む
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お
茶
付
）

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

■
服
装　

歩
き
や
す
い
服
装
、
歩
き
や
す
い

靴
、
帽
子

■
持
ち
物　

雨
具
、
筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ
、

マ
ス
ク
等

■
申
込
方
法　

電
話

■
申
込
締
切　

５
月
12
日
（
水
）
17
時
（
定

員
を
超
え
次
第
受
付
は
終
了
し
ま
す
。）

■
主
催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

新規採用職員　左から
後列　梅本　小林　井本　河本
前列　藤本　松岡　南方　米澤
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地　　区　　名 区　長　氏　名
下 佐 々 若　林　　　豊
吉 見 田　伏　啓　治
海 南 鋼 管 堤　　　正　人
動 木 大　岡　実　世
緑 ヶ 丘 宮　本　武　彦

平 竹　谷　善　男
小 畑 山　下　　　裕
希 望 ヶ 丘 中　尾　享　平
柴 目 西　田　　　弘
長 谷 横　山　吉　雄
か し こ 池 松　並　　　宏
吉 野 森　田　敏　明
福 井 古　谷　　　誠
中 田 中　野　　　充
梅 本 南　　　敏　夫
奥 佐 々 浦　谷　　　覚
坂 本 中　谷　昌　弘
松 瀬 廣　井　傳　治
釜 滝 細　峪　泰　治
西 野 藪　本　哲　秀
東 野 大　東　淳　悟
国 木 原 坂　本　明　裕

地　　区　　名 区　長　氏　名
福 田 藤々木　康　彦
神 野 市 場　 １ 椎　木　孝　彰
神 野 市 場　 ２ 松　本　守　信
神 野 市 場　 ３ 村　社　一　晃
神 野 市 場　 ４ 坂　口　純　一
野 中 尾　上　敏　雄
安 井 油　谷　正　彦
南 畑 寺　中　　　清
箕 六 深　渡　俊　伸
樋 下 大　西　幸　治
永 谷 前　中　宏　之
上 ケ 井 横　山　健　司
三 尾 川 椎　木　宏　修
大 角 今　熊　研　之
津 川 梶　谷　宏　行
明 添 本　田　泰　男
鎌 滝 神　谷　宗　孝
赤 木 浦　　　啓　治
高 畑 坎　　　須美江
桂 瀬 堂　西　安　雄
今 西 寺　本　義　守
松 ケ 峯 新　野　啓　司

地　　区　　名 区　長　氏　名
菅 沢 岡　田　　　稔

田 浴　畑　勝　美
谷 前　畑　　　壽
中 西　　　俊　行

滝 ノ 川 上　中　祥　宏
毛 原 下 尾　上　年　孝
小 西 中　田　　　弘
毛 原 中 前　　　邦　彥
毛 原 宮 井　岡　政　嗣
毛 原 上 戎　谷　隆　明
長 谷 宮 西　　　敏　明
井 堰 尾　﨑　真　一
蓑 垣 内 郷　田　佳　昭
真 国 宮 寺　岡　伸　和
蓑 津 呂 谷　口　博　信
花 野 原 中　原　和　也
初 生 谷 岡　　　博　誠
北 野 岩　本　介　伸
円 明 寺 藤　井　秀　夫
勝 谷 粉　川　醇　一
四 郷 桐　山　尚　己

地　　　区 氏　　名 電 話 番 号
下 佐 々 山 本　 倉 造 489-3325
下 佐 々 山 口　　 純 489-3668
下 佐 々 穗 谷　 喜 美 489-2496
下 佐 々 井 上　　 章 489-3994
下佐々（海南鋼管） 菱 田　 恭 志 489-4776
下佐 （々吉見） 志 場　 和 子 489-2702
動 木（ 平 ） 池上 由喜生 489-4741
動 木 今出 惠美子 489-2213
動 木 東　　 篤 美 489-2020
動木（緑ヶ丘） 小 松　 晴 功 489-5309
小畑（希望ヶ丘） 栗 谷　 佳 秀 489-4718
小 畑 丈 六　 孝 和 489-3098
小 畑 北 山　 宣 生 489-4140
小 畑 中 尾　 育 男 489-3903
柴 目 山本 喜久男 489-2427
長 谷 西 浦　 充 生 489-3071
吉 野 小 田　　 茂 489-3678
吉 野 池 本　 博 文 489-2892

ご存知ですか？あなたの地域の民生委員・児童委員
5月12日 「民生委員・児童委員の日」    5月12日～ 18日 「活動強化週間」

令和３年度　あたらしい区長さん決まる

【問い合わせ】紀美野町民生委員・児童委員協議会（保健福祉課：TEL 489 ‐9960）

町内には厚生労働大臣から委嘱された52人の民生委員・児童委員（うち3人は主任児童委員）がおり、「誰もが『笑
顔』で『安全』に、そして『安心』して生活することができる地域づくり」のために活動しています。

自らも地域住民の一員として、担当地区において、安否確認や見守り、声かけなどを行っています。
また、様々な相談にも応じ、必要な支援が受けられるよう地域の専門機関と連携して活動しています。

～お気軽にご相談ください！～
●経済的な悩みを抱えたとき　　　　　　　　●高齢者の福祉に関すること
●心身に障害のある方の福祉に関すること　　●児童の福祉や子育て支援に関すること
　その他、生活上の悩みや心配ごとなど、お近くの民生委員・児童委員に気軽に声をかけてください。
相談の秘密は必ず守られますのでご安心ください。

　地区のまとめ役として、また町のパイプ役として色々とお世話していただく令和３年度の区長さんが決まりました
のでお知らせします。（敬称略）

民生委員・児童委員名簿（敬称略）　任期：令和４年11月30日まで　
地　　　区 氏　　名 電 話 番 号

福 井 吉 村　 耕 治 489-3164
梅 本 前陸路 好彦 489-2934
中田・奥佐々 西 浦　 佳 典 489-4039
坂 本 松 尾　 好 純 489-2693
東 野 溝 上　 孝 和 489-2871
西 野 赤 阪　 友 里 489-5039
釜 滝 伊 南　 慈 久 489-2830
松 瀬 藤 垣　 典 昭 489-3446
国 木 原 前 野　 忠 弘 489-4307
福 　 田 恩 地　 弘 子 495-2192
福　田・永　谷 北 谷　　 泱 495-2115
神野市場１・２ 井岡 三惠子 495-2036
神野市場３・４ 東　　 始 見 495-3328
野中・安井・南畑 東垣内 秀迪 495-2400
箕　六・樋　下 丸 山　 豊 人 495-2015
上ケ井・三尾川 西 山　 泰 隆 495-2824
大　角・津　川 仲 岡　 孝 文 495-2988
明　添・鎌　滝 中部屋 清子 495-2865

地　　　区 氏　　名 電 話 番 号
赤木・高畑・桂瀬 東　　 榮 子 495-3274
今西 ･ 松ケ峯 ･ 菅沢 大 西　 順 美 498-0237

田 中谷 のり子 498-0257
谷 東　　 洋 子 498-0214

中　・滝ノ川 古 梅　 恭 好 498-0118
毛原下・小 西 助 野　 利 治 499-0154
毛原中・毛原宮 梅本 由紀子 499-0271
毛原宮・毛原上 西　　　 茂 499-0178
毛原上・長谷宮 上 東　 敏 男 499-0048
井　堰・蓑垣内 西 脇　 康 夫 497-0550
真国宮・蓑津呂 森 谷　 運 佳 497-0218
花野原 ･ 初生谷 ･ 北野 岩本 惠美子 497-0207
円明寺・勝谷・四郷 藤 井　 秀 夫 497-0245

主任児童委員

町 内 全 域
南　 智 子 489-2963
田 伏 嘉 子 489-4512
神 谷 紀 子 497-0221
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【補助の概要】
■対象
申請者が50歳未満であること（費用負担は申請者本人または申請者の配偶者であること）
5年以上継続して居住すること
各種税金の未納がないこと
玄関・居室・便所・風呂及び台所を備えた居住用の部分の面積が50㎡以上あること
※紀美野町在住の方も申請可能です。

■補助の対象となる要件
・住宅の新築、購入及び増改築（ただし、費用が 250 万円以上の場合に限る）
・住宅建築用の土地の購入（土地の購入のみの場合は補助不可）

■補助件数
先着順（予定金額に到達次第終了）

■補助申請等について
申請に必要な書類等は、企画管財課にご用意しております。
必要書類の説明や要件の確認をおこなうため、申請をご希望の場合は必ず事前に企画管財課担当までご相談いた
だきますようお願いいたします。

　令和3年度の合併処理浄化槽設置補助金の申請を受け付けております。
　専用住宅及び小規模な店舗等の併用住宅（基準あり）に合併処理浄化槽の設置を予定されている方で、紀美野
町浄化槽設置要綱に準じて施工し、令和４年３月20日までに必ず設置工事を完了できる方に補助金を交付いたし
ます。

■申請場所　　　建設課
■申請期限　　　11月22日（月）
　　　　　　　　補助金の申請は先着順とし、予算がなくなり次第終了いたします。

【その他】
・この事業は国の補助金を受けて行う事業です。交付金内示日以前に着工した浄化槽工事については補助の対象

になりません。
・補助金額については、変動する場合があります。

※既存単独処理浄化槽の撤去を伴う工事の場合は、
撤去費用が補助の対象になります。ただし、既存
単独処理浄化槽を埋め戻した場合、また、撤去し
た浄化槽を最終処分場において処分しなかった場
合、補助の対象となりません。

■補助金額
住宅　25 万～ 50 万円
土地　最大 50 万円
※各種要件によって異なります。

【補助金額】

５人槽 332,000円

６～７人槽 414,000円

８人槽以上 548,000円

撤去費限度額 　90,000円

令和3年度紀美野町定住促進補助金制度について

令和３年度合併処理浄化槽設置補助金について

■問い合わせ　企画管財課
　℡ 489-5913

■問い合わせ　建設課
　℡ 489-5904
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国民健康保険税率等の改定について ■問い合わせ　税務課
　℡ 489-5905

和歌山県後期高齢者医療制度の保険料軽減措置等が変更されますのでお知らせします。

保険料は、被保険者が等しく負担する均等割額（50,304円）と被保険者の所得に応じて決まる所得割額（9.51％）
の合計額です。世帯の所得が低い方に対しては均等割額が軽減される措置があります。その均等割額の軽減措置
が下記のとおり変更されます。

また、税制改正の影響から保険料算出に用いる所得の基礎控除額が下記のとおり変更され、均等割額軽減の所
得要件も税制改正の影響を考慮したものとなります。

令和３年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

※　基礎控除額は所得に応じて段階的に変更されます。

年度 低所得者均等割軽減 基礎控除額

令和３年度 ７割軽減 43万円　※

令和２年度 7.75割軽減 33万円

　令和３年度の紀美野町国民健康保険税率が下表のとおり決定しました。
資産割の税率が引き下げられ、所得割額の税率、均等割額及び平等割額は据置となります。
　また、税制改正の影響から保険料算出に用いる所得の基礎控除額が下記のとおり変更され、均等割額軽減の所
得要件も税制改正の影響を考慮したものとなります。
　令和３年度国民健康保険税の決定通知は、７月中旬に送付します。

※　基礎控除額は所得に応じて段階的に変更されます。

後期高齢者医療制度の保険料軽減措置
等の変更について

■問い合わせ
和歌山県後期高齢者医療広域連合
℡073-428-6688
税務課(後期高齢者医療保険料係)
℡489-5905

年　度 所得割率 資産割率 均等割額 世帯割額 賦課限度額 基礎控除額

令和
3年度

医療分 7.3％ 25.0％ 23,000円 20,000円 63万円

43万円
※

後期支援金分 2.6％ 5.0％ 7,000円 5,500円 19万円

介護分 2.3％ 5.0％ 7,600円 5,500円 17万円

令和
2年度

【参考】

医療分 7.3％ 30.0％ 23,000円 20,000円 63万円

33万円後期支援金分 2.6％ 6.0％ 7,000円 5,500円 19万円

介護分 2.3％ 6.0％ 7,600円 5,500円 17万円
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令
和
３
年
度
個
人
町
民
税
・
県
民
税
税
額

決
定
通
知
書
（
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
分
）

を
５
月
14
日
（
金
）
に
お
勤
め
先
に
発
送
し

ま
す
。
給
与
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
特
別
徴

収
は
、６
月
の
給
与
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
納
付
書
及
び
口
座
振
替
に
よ
る
令

和
３
年
度
個
人
町
民
税
・
県
民
税
税
額
決
定

通
知
書
（
普
通
徴
収
分
）
は
６
月
15
日
（
火
）

に
発
送
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

所
得
課
税
証
明
書
の
交
付
時
期
は
、
そ
の

年
度
の
町
県
民
税
の
賦
課
決
定
日
以
降
で

す
。今

年
度
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

町
県
民
税
の
納
付
が　

◎
給
与
か
ら
の
天
引
き
の
み
で
納
め
る
方

　
　
　
　
　

５
月
14
日
（
金
）
以
降

◎
町
が
送
付
す
る
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方

５
月
10
日
（
月
）
に
軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
お
近
く
の
金

融
機
関
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
マ
ホ
決
済
収

納
な
ど
で
お
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

固
定
資
産
税
と
は
、
賦
課
期
日(

毎
年
１

月
１
日)

現
在
の
固
定
資
産(

土
地
・
家
屋
・

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
が

使
用
す
る
車
両
や
、
福
祉
施
設
な
ど
が
送
迎

用
に
使
用
す
る
車
両
な
ど
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

５
月
24
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
既
に
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
お

い
て
減
免
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
軽
自
動
車

税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

　

支
所
住
民
室　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
３

令
和
３
年
度　

個
人
町
民
税
・
県
民
税
の

税
額
決
定
通
知
書
の
発
送
の
お
知
ら
せ  

令
和
３
年
度　
所
得
課
税
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限

は
５
月
31
日
（
月
）
で
す

令
和
３
年
度
固
定
資
産
税
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
の

手
続
き
に
つ
い
て

及
び
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方

　
　
　
　
　

６
月
15
日
（
火
）
以
降

※
令
和
３
年
１
月
１
日
に
紀
美
野
町
に
住
所

が
あ
る
方
（
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ

る
市
町
村
で
発
行
さ
れ
ま
す
。）

※
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
証

明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
先
に
町
県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。　

※
本
人
以
外
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。　

※
税
金
に
関
す
る
各
証
明
の
申
請
に
あ
た
り

個
人
情
報
保
護
を
図
る
た
め「
本
人
確
認
」

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
人
確

認
が
で
き
る
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５

償
却
資
産)

の
所
有
者
に
対
し
て
、
そ
の
価

格
に
応
じ
て
市
町
村
が
課
税
す
る
税
金
で

す
。固

定
資
産
税
の
納
税
者
の
方
は
、
町
内
全

て
の
土
地
又
は
家
屋
の
価
格
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
も
の
は
、
①
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
（
所
在
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額
）、

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
家
屋
番

号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、評
価
額
）
で
す
。

（
た
だ
し
、
土
地
の
み
所
有
の
方
は
①
だ
け
、

家
屋
の
み
所
有
の
方
は
②
だ
け
で
す
）

■
期　

間

　

４
月
１
日
（
木
）
～
５
月
31
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
時　

間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
（
縦
覧
時
間
は
１
時
間
以
内
）

■
場　

所　
　

紀
美
野
町
役
場
本
庁
税
務
課

■
手
数
料　
　

無
料

※
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険

証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
相
続
人
、
納
税
義
務
者
の
代
理
人
（
委
任

状
持
参
）
の
方
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
納
税
通
知
書
の
発
送
時
期

５
月
14
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

℡ 
４
８
９
‐
５
９
０
５
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■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　
5
月　

12
日
・
19
日
・
26
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

保
健
師
等
が
健
康
に
関
す
る
あ

ら
ゆ
る
ご
相
談
に
の
り
ま
す
。
健
診
結
果

の
説
明
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
骨
密
度

測
定
、
イ
ン
ボ
デ
ィ
（
体
成
分
）
測
定
、

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や
授
乳
の
相
談
も

可
能
で
す
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
入
り
口
に
で
き
る

が
ん
で
、
年
間
約
１
万
人
が
罹
患
し
、
約

２
８
０
０
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
最
近
は

20
～
30
歳
代
の
発
症
が
増
え
て
い
ま
す
。

多
く
は
性
的
接
触
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
が
原
因
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
国
の
方
針
に
よ
り
積
極
的
な
勧
奨
は
差

し
控
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
公
費
で
受
け

ら
れ
る
定
期
接
種
の
対
象
で
あ
る
こ
と
に
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
検
討
し
て
い
る
方
と
そ
の
保
護

者
の
方
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
接
種
の
有
効
性
と
リ
ス
ク
を
十

分
に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
ご
判
断

く
だ
さ
い
。

【
予
防
接
種
の
受
け
方
】

■
対
象
者

　

小
学
校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
の

女
子
（
標
準
と
し
て
中
学
１
年
生
）

■
接
種
回
数

　

ワ
ク
チ
ン
は
２
種
類
あ
り
、
ど
ち
ら
と
も

６
か
月
以
内
に
３
回
接
種

■
接
種
費
用　

無
料

■
申
込
方
法　

接
種
ご
希
望
の
方
は
、
保
健

福
祉
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方
、
地
域
活

動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
和

歌
山
県
主
催
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
た
県
下
一
斉

の
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
と
な
っ
て
お
り
、
紀
美
野
町

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
講
で
き
ま
す
。

■
日
時　

５
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
「
地
域
支
え
あ
い
の
発
見
・

　
　
　
　
　
　
　

伝
え
方
・
共
有
の
仕
方
」

■
申
込
締
切　

５
月
7
日
（
金
）

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
紀
美
野

町
長
谷
毛
原
健
康
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者

を
公
募
し
ま
す
。
左
記
の
と
お
り
、
現
場
見

学
・
公
募
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
申
込
意
向
確
認
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
公
募
対
象
施
設

　

地
域
密
着
型
通
所
介
護　

１
か
所

■
開
設
場
所

　

紀
美
野
町
長
谷
毛
原
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
紀
美
野
町
毛
原
宮
172
番
地
２
）

地
域
づ
く
り
講
座（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
実
践
研
修
会
）を
開
催
し
ま
す

地
域
密
着
型
通
所
介
護
事
業
者
を
公

募
し
ま
す

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
明
け
る
頃
に
な

る
と
、
五
月
病
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
一
般
的
に
は
「
適
応
障
害
」
と
診
断

さ
れ
ま
す
。
主
な
症
状
と
し
て
は
、
無
気

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
つ
い
て

【
五
月
病
に
つ
い
て
】

■
開
設
期
限　

令
和
４
年
3
月
末

■
申
込
意
向
確
認
書
の
提
出
期
限　

　

令
和
３
年
５
月
21
日
（
金
）
午
後
５
時
ま

で
（
必
着
）

※
申
込
意
向
確
認
書
は
保
健
福
祉
課
で
配
布

の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
現
場
見
学
・
公
募
説
明
会

　

令
和
３
年
５
月
28
日
（
金
）
午
後
２
時
か

ら
紀
美
野
町
長
谷
毛
原
健
康
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

力
・
不
安
感
・
焦
燥
感
な
ど
が
あ
り
、
こ
う

し
た
症
状
は
う
つ
病
と
似
て
い
ま
す
。
う
つ

病
と
の
違
い
は
、
原
因
不
明
の
ス
ト
レ
ス
要

因
に
よ
っ
て
発
症
す
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対

し
て
、
適
応
障
害
は
、
生
活
・
職
場
環
境
な

ど
の
外
的
な
要
因
で
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

適
応
障
害
は
ス
ト
レ
ス
要
因
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
た
め
、
症
状
が
軽
い
う
ち
に
そ
の

要
因
を
取
り
除
く
こ
と
で
軽
快
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
最
近
、
憂
鬱
に
な
る
、

な
ん
と
な
く
体
調
が
悪
い
、
会
社
・
学
校
に

行
き
た
く
な
い
等
で
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
電
話
・
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

保
健
・
福
祉
だ
よ
り
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平
凡
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
幸
福
と

　

今
日
も
空
行
く
雲
を
眺
む
る　
　
　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

散
り
て
ゆ
く
木
蓮
の
葉
の
わ
び
し
さ
よ

　

一
世
栄
え
し
思
い
も
あ
ら
ん　
　
　
　

滝
垣
内　

嘉
代
子

帰
り
来
て
灯
せ
ば
心
も
明
る
む
に

　

闇
の
世
相
に
い
つ
灯
が
と
も
る　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

寒
い
夜
風
邪
ひ
く
な
よ
と
息こ

の
電
話

　

亡つ

夫ま

に
よ
く
似
た
声
の
う
れ
し
き　
　
　
　

横
出　

圭
子

パ
ン
ダ
の
仔
丸
い
頭
と
丸
い
背
に

　

巻メ
ジ
ャ
ー尺
当
て
ら
れ
身
体
測
定　
　
　
　
　
　
　

寺
岡　

幸
子

春
な
の
に
心
寒
ざ
む
一
人
居
の

　

冷
へ
し
心
へ
曾
孫
来
た
れ
り　
　
　
　
　

小
根
田　

牧
子

光
透
き
め
だ
か
は
鉢
の
水
底
に

　

ち
か
ち
か
と
尾
を
振
り
生
き
て
い
る　
　
　

中
浴　

昭
江

妖
怪
を
影
絵
に
加
へ
春
障
子　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

負
ぶ
は
れ
て
初
め
て
見
た
る
桜
か
な　
　
　
　

浦　
　

浩
平

広
告
塔
の
一
字
の
消
え
て
春
の
雨　
　
　
　
　

岩
間　

文
鳥

満
開
の
花
に
沈
み
て
廃
校
舎　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

大
鉢
に
盛
る
癖
抜
け
ず
木
の
芽
和　
　
　
　
　

浦　
　

貴
子

歌　
の　
小　
道

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
５
０
０
冊
】　　
倉
本　

晴
空　
　
（
下
神
野
小
４
年
）

【
１
２
０
０
冊
】　
谷
坂　

し
え
り　
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

新
刊
情
報

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
元
彼
の
遺
言
状
」　　
　
　
　
　
　
　
　

新
川　

帆
立　

著

「
逆
ソ
ク
ラ
テ
ス
」　　
　
　
　
　
　
　

伊
坂　

幸
太
郎　

著

「
推
し
、
燃
ゆ
」　　
　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
見　

り
ん　

著

「
超
約
版
論
語
と
算
盤
」　　
　
　
　
　

渋
沢　

栄
一　

原
作

「
ま
い
に
ち
腸
活
ス
ー
プ
」　　
　
　
　
　

奥
薗　

壽
子　

著

「
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
VS
に
せ
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

ケ
イ
コ　

作

「
お
と
も
だ
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ム
・
マ
ク
ブ
ラ
ッ
ト
ニ
ィ　

文

「
お
と
の
さ
ま
、
ま
ほ
う
つ
か
い
に
な
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川　

ひ
ろ
た
か　

作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
気
が
つ
け
ば
地
獄
」　　
　
　
　
　
　
　

岡
部　

え
つ　

著

「
羊
は
安
ら
か
に
草
を
食
み
」　　
　

宇
佐
美　

ま
こ
と　

著

「
フ
ラ
イ
パ
ン
パ
ス
タ
」　　
　
　
　
　
　

若
山　

曜
子　

著

「
ド
ラ
え
も
ん
科
学
ワ
ー
ル
ド　

乗
り
物
と
交
通
」　

小
学
館

「
戦
国
最
強
武
将
へ
タ
イ
ム
ワ
ー
プ
」　　

河
合　

敦　

監
修

「
は
し
の
う
え
の
お
お
か
み
」　　
　
　

花
之
内　

雅
吉　

絵

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　

 
14
時
30
分
～
16
時
30
分

図
書
室
だ
よ
り

美しい星空と紀美野町の山を草木で染めましょう。
子どもたちに、この町の草の色を伝えていきましょう。
あなたも藍

あい

の苗を育ててみませんか？
今年で4年目を迎えた小さな会ですが、どなたでもお気軽にご参
加ください。

（小・中学生は参加費はいりません）

■活動日時　毎月第１日曜日
　　　　　　13時から16時
■活動場所　自然体験世代交流センター（鎌滝）

─ わが町サークル ─
「織り姫の染工房」

■
中
央
公
民
館

12
日　

押
し
花
つ
く
り

19
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
よ
う

26
日　

ゴ
ム
と
び
あ
そ
び

初
花
を
見
上
げ
る
子
ら
は
う
さ
ぎ
組　
　
　
　

原　
　

和
代

　

今
年
初
め
て
見
つ
け
た
桜
の
花
に
園
児
達
は
大
喜
び
。
枝

に
触
れ
よ
う
と
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
、
ま
さ
に
「
う
さ

ぎ
組
」。
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江
戸
末
期
の
寺
領
で
は
、
賭
博
取
締
り
の
役
人
と
、
そ
の

眼
を
盗
ん
で
「
一
天
地
六
」
に
さ
さ
や
か
な
夢
を
賭
け
る
百

姓
た
ち
の
攻
防
が
、
日
夜
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
９

月
号
・
10
月
号
で
お
話
し
し
ま
し
た
。

仲
間
の
家
で
開
帳
す
る
と
見
つ
か
り
や
す
い
の
で
、
夏
場

は
涼
し
い
谷
沿
い
の
大
岩
の
か
げ
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
私

の
近
所
に
は
、「
ば
く
ち
岩
」と
い
う
場
所
も
残
っ
て
い
ま
す
。

冬
場
は
、山
中
の
「
炭
焼
き
が
ま
」
も
使
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

炭
を
出
し
た
後
の
炭
焼
が
ま
の
中
は
余
熱
が
数
日
間
残
り
、

暖
房
完
備
の
絶
好
の
賭
場
で
し
た
。
な
ん
の
、
ご
先
祖
た
ち

こ
そ
筋
金
入
り
の
ア
ウ
ト
ド
ア
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
の
よ

う
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
の
中
で
、
わ
が
村
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の

灯
は
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
元
治
２
年
（
慶
応

元
年
＝
１
８
６
５
年
）
に
い
た
っ
て
大
異
変
が
起
こ
り
ま
し

た
。
毛
原
中
の
あ
る
家
の
文
書
「
萬(

よ
ろ
ず)

記
録
」
か
ら

そ
の
部
分
を
現
代
語
に
し
て
紹
介
し
ま
す
。

…
今
年
は
秋
か
ら
年
号
は
慶
応
に
変
っ
た
。東
照
宮
様（
将

軍
家
康
）
の
２
５
０
年
忌
の
恩
赦
で
、
こ
れ
ま
で
の
領
外
追

放
者
が
す
べ
て
帰
村
を
許
さ
れ
、
そ
の
上
取
締
り
も
ゆ
る
み

世
間
一
般
に
大
変
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。
７
、８
０
歳
の
老

人
た
ち
も
こ
ん
な
こ
と
は
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
も
な
い
と

い
っ
て
い
る
。
ま
た
ば
く
ち
が
お
お
っ
ぴ
ら
に
で
き
る
と
い

う
の
は
前
代
未
聞
で
、
村
人
こ
ぞ
っ
て
熱
中
し
、
一
晩
に
一

人
５
、６
貫
目
の
勝
負
を
す
る
者
も
大
勢
い
る
…

と
ま
あ
ざ
っ
と
こ
う
い
う
有
様
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
原
文

で
は
、「
勝
負
事
専(

も
っ
ぱ
ら)

に
出
来
申
候
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。「
専
」
は
「
専
門
」
の
「
専
」
で
す
か
ら
、
大

げ
さ
に
い
え
ば
〝
全
村
ラ
ス
ベ
ガ
ス
状
態
〟
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
の
か
説
明
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
家
康
さ
ん
の
年
忌
の
供
養
だ
け
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。

国
内
情
勢
か
ら
い
え
ば
、
幕
府
が
政
権
を
手
放
す
２
年
前

で
、
近
藤
勇
率
い

る
新
撰
組
が
夜
ご

と
京
都
の
路
地
裏

で
勤
王
の
志
士
た

ち
と
白
刃
を
切
り

結
ん
で
い
た
頃
で

す
。
前
年
、
幕
府

は
、
反
幕
府
勢
力
の
中
心
長
州
征
伐
を
行
い
、
何
と
か
権
威

を
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し
た
が
、
時
流
は
す
で
に
幕
府
を
離

れ
、
薩
長
を
中
心
と
し
た
反
幕
府
勢
力
が
次
の
シ
ナ
リ
オ
を

描
い
て
い
ま
し
た
。
わ
が
紀
州
藩
と
い
え
ば
、
御
三
家
の
一

角
と
し
て
長
州
遠
征
に
参
加
し
ま
す
が
、
50
万
両
を
超
え
る

戦
費
の
や
り
く
り
が
つ
か
ず
、
財
政
は
破
綻
寸
前
で
し
た
。

そ
れ
や
こ
れ
や
で
、高
野
山
も
後
ろ
盾
が
ぐ
ら
つ
い
て
き
て
、

ど
こ
に
つ
か
ま
れ
ば
い
い
も
の
か
手
さ
ぐ
り
に
必
死
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
百
姓
ど
も
の
ば
く
ち
く
ら
い
に
か

ま
っ
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
し

て
も
、
こ
の
文
書
の
文
面
は
な
ん
だ
か
う
れ
し
そ
う
で
す
。

お
お
っ
ぴ
ら
に
ば
く
ち
が
で
き
て
う
れ
し
い
と
い
う
の
で
は

な
く
、
上
か
ら
の
し
め
つ
け
が
ゆ
る
み
、
中
央
の
権
力
争
い

を
よ
そ
に
人
々
の
暮
ら
し
が
生
き
生
き
と
弾
ん
で
い
る
様
子

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
当
時
の
お
金
の
事
で
す
が
、
一
晩
で
５
、６
貫

目
の
勝
負
と
は
い
っ
た
い
ど
の
程
度
の
賭
け
事
な
の
か
、
実

は
こ
れ
が
問
題
な
ん
で
す
。

江
戸
時
代
の
通
貨
に
は
、
金
、
銀
、
銅
の
三
種
類
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
単
位
と
体
系
を
持
ち
、
お
互
い
の
換
算
率
は

時
勢
で
変
動
す
る
と
い
う
厄
介
な
も
の
で
す
。
こ
の
毛
原
中

の
文
書
に
よ
る
と
、
こ
の
年
の
物
価
は
次
の
よ
う
に
銀
貨
制

で
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
一
般
日
雇
い
賃
金
は
、
男
５
匁
、
女
３
匁
。
技
術
職

で
あ
る
大
工
、屋
根
屋
な
ど
は
６
匁
。
米
１
升（
１・
５
キ
ロ
）

４
、６
匁
。
酒
１
升
（
１・
８
リ
ッ
ト
ル
）
７
、５
匁
。
運
賃

は
１
駄
（
馬
１
頭
分
）
毛
原
―
市
場
間
16
匁
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
年
の
換
算
相
場
は
金
１
両
は
ほ
ぼ
銀
90
匁
、

銅
貨
な
ら
約
７
貫
文
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
一
晩
５
、６
貫
目
の
勝
負
で
す
が
、「
貫
目
」
は
銀

貨
の
単
位
だ
か
ら
、
５
貫
目
は
５
千
匁
、
日
当
５
匁
と
し
て

千
日
分
と
な
り
、
大
き
す
ぎ
ま
す
。
こ
れ
を
「
貫
目
」
で
な

く
銅
貨
の
単
位
「
貫
文
」
の
事
と
解
釈
し
ま
す
と
賃
金
に
し

て
20
日
分
足
ら
ず
、
当
時
の
値
段
で
米
２
斗
（
30
キ
ロ
）
と

な
り
、
ま
あ
妥
当
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
現
在
の

米
価
を
物
指
し
に
す
る
と
１
万
円
ほ
ど
と
な
っ
て
、
大
勝
負

と
は
い
え
な
く
な
り
ま
す
。
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
昔

の
貨
幣
価
値
を
考
え
る
と
き
に
、
何
を
物
指
し
に
す
る
か
で

ま
っ
た
く
違
っ
て
く
る
の
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

し
か
し
、
こ
の
年
、
ご
先
祖
た
ち
は
ば
く
ち
で
浮
か
れ

て
ば
か
り
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
年
の
長
州
征
伐
の

戦
費
の
ツ
ケ
が
高
野
山
領
に
も
ま
わ
っ
て
き
て
、
毛
原
庄

に
は
１
３
０
両
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
日
当
換
算
で

２
６
０
０
日
分
、
今
の
相
場
で
２
千
数
百
万
円
と
い
う
高
額

で
す
。
す
っ
た
も
ん
だ
の
末
、
庄
屋
ク
ラ
ス
は
10
両
か
ら
15

両
、
そ
の
他
は
分
に
応
じ
て
拠
出
さ
せ
ら
れ
、
10
月
末
ま
で

に
は
何
と
か
完
納
し
た
と
あ
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
皮
肉
に
も
、

こ
の
対
応
が
後
に
、
紀
州
は
最
後
ま
で
幕
府
に
味
方
し
た
抵

抗
勢
力
と
み
な
さ
れ
、
新
政
府
か
ら
冷
遇
さ
れ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
訳
も
わ
か
ら
ず
お
金
を
も
っ
て
い
か
れ
た
百
姓
た
ち

は
た
ま
り
ま
せ
ん
ね
。
戦
争
と
は
お
お
む
ね
そ
う
い
う
も
の

な
ん
で
す
ね
。

ま
あ
し
か
し
こ
の
大
金
を
何
と
か
調
達
で
き
た
と
書
い
て

あ
り
ま
す
か
ら
、
中
に
は
夜
逃
げ
覚
悟
で
ば
く
ち
を
す
る
者

も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
村
と
し
て
は
相
当
の
経
済
力
が
備

わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
な
に
よ
り
も

暮
ら
し
の
中
に
、
人
間
ら
し
い
お
お
ら
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。も

ち
ろ
ん
、
ば
く
ち
で
勝
っ
て
「
コ
ッ
テ
牛
」
を
引
い
て

朝
帰
り
す
る
ご
先
祖
の
格
好
は
、
あ
ま
り
ほ
め
ら
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
税
金
を
ち
ょ
ろ
ま
か
し

て
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
を
十
何
頭
飼
っ
て
い
た
ど
こ
か
の
お
役
人

に
く
ら
べ
り
ゃ
、
よ
っ
ぽ
ど
ま
と
も
ち
ゅ
う
こ
と
で
す
。

森
下　

誠　

著　
　
「
美
里
む
か
し
が
た
り
」
か
ら

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化そ

の
百
七
十

あ
ぜ
道
の
ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー
（
２
）

ばくち盛況を述べた
庄屋の手記
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紀美野町坂本在住の新谷垣内さんは、近畿の短歌雑誌「関西覇王樹」に40年近くにわたり約1400首の歌を
投稿されてきました。その関西覇王樹が廃刊したのを機に、自身の歌の軌跡を振り返るため約700首に絞り、
この1冊にまとめられたということです。

ご本人いわく、「生石山」、「柿作り」、「草刈り」など自然に携わる歌が多く、日々
の生活のなかで感じたことを趣くままに詠んだとのことでした。そして、この歌集
は身近な題材と言葉で表現されているので解りやすく親しみを感じながら読むこと
ができます。表紙は自宅の庭から生石ヶ峰を撮った写真だそうで、この悠々とした
自然に癒され心の肥やしとなって、歌が生まれたのでしょう。公民館と文化センター
の図書室に寄贈していただきました。ぜひ、ご覧になってください。

紀
美
野
町
各
公
民
館
で
は
、
地
域
住
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
を
行
い
、

誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
施
設
と
し
て
、
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活

動
の
推
進
、
展
示
会
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館　

　

館
長　

細
峪
康
則　

・
主
事　

藤
田
紫
乃

小
川
地
区
公
民
館　

　

館
長　

南　

敏
夫　

・
主
事　

宇
恵
育
代

志
賀
野
地
区
公
民
館　

　

館
長　

潰
崎
峰
和　

・
主
事　

桐
山
宏
子

令
和
３
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
新
田
千
世
中
央
公
民
館
長

が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
６
か
月
の
間
、
公
民
館
の
顔
と

し
て
、
長
き
に
わ
た
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

後
任
に
令
和
３
年
４
月
か
ら
細
峪
康
則
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
手
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
反
面
、
悪
質
な
書
き
込
み
や
誹
謗
中
傷

が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
誹
謗
中
傷
も
同
様
で

す
。誰

か
と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
や
動
画
を
ネ
ッ
ト
上
に
載
せ

る
と
き
に
は
、
勝
手
に
投
稿
せ
ず
、
相
手
に
承
諾
を
得
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
顔
が
見
え
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
だ
か
ら
こ
そ
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
向
こ
う

側
に
は
、
自
分
と
同
じ
人
間
が
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
投
稿
が
誰
か
を
傷
つ
け
た
り
不
快
な
思
い
を
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
が
な
い
か
、
正
し
い
知
識
と
ル
ー
ル
を
身
に

つ
け
、
人
権
尊
重
の
意
識
を
持
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

公
民
館
情
報

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
使
う
た
め
に

「生
や
石高

ま
原とともに」

～関西覇王樹掲載歌より～
新谷垣内　悦子　著

●
目
の
前
に
相
手
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
人
と
人

と
の
や
り
取
り
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら
利
用

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
現
実
世
界
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
以
上
に
相
手
へ
の
気
遣
い
、
思
い
や
り
が
必

要
で
す
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
際
の
注
意
点

・
差
別
表
現
を
使
わ
な
い

・
誹
謗
中
傷
を
し
な
い

・
う
そ
を
書
き
込
ま
な
い

・
個
人
情
報
を
書
き
込
ま
な
い
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３月24日に下神野小学校の修了式が卒業式の飾りが残っ
ている体育館で行われました。振り返ると４月、５月は学
校が臨時休業になったり分散登校になったりと、例年とは
全く違うスタートとなりました。６月からは少しずつ通常
通りの授業が再開され、また夏休みの期間を縮小して授業
日を確保し、今日の日を迎えることができました。子ども
たちにとって令和２年度は、いろいろな制約の中で実施で
きなかった学習活動もありますが、こういう時だからこそ
工夫した活動や今まですることがなかった取り組みにも挑
戦してきました。

修了式では子どもたちは１年の締めくくりの話を聞き
ました。また修了式の後は各地区に分かれて、６年生が卒
業した後の新しい班長や集団登校の並び方などを決めまし
た。さらに１年生は入学式で新入生を迎える言葉の練習を
するなど次の準備も始まりました。

令和３年度もまだまだ制約がある中での学校生活になる
と思われますが、前年度と同様にいろいろ工夫しながら子
どもたちが生き生きと活動する姿を見ることができること
を願っています。

皆さま初めまして、4月１日よりみさと天文台に
て勤務しております米澤樹です。大学では地域再
生や地域経営について学びました。特に天文観光
学はみさと天文台の初代台長である尾久土教授（現
和歌山大学観光学部長）にご指導いただきました。

そこで勉強したことを活かし、みさと天文台だ
けでなく紀美野町全体を盛り上げられるよう努め
たいです。

そのためにまずは早く仕事や職場、紀美野町に
慣れ、また天文台のリニューアルオープンに向け
た新しい機材を使いこなし、楽しい催しができる
ようにがんばります。

リニューアルオープンした際は、ぜひ天文台へ
お越しください。天文台にて皆さまとお会いでき
るのを楽しみにしております。

天文台だより
「新人研究員のご挨拶」

　研究員　米澤　樹

学校だより
『令和２年度の修了式が行われました。』

紀美野町立下神野小学校

３
月
28
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
保
護
者
だ
け
の
入

場
制
限
の
中
、
小
学
生
の
団
員
４
人
、
中
学
生
の
特
別
団
員

３
人
に
よ
る
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
団
員
た
ち
の
元
気

な
歌
声
が
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
中
に
き
っ
と
届
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
！

当
合
唱
団
で
は
、
随

時
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

保
育
所
児
童
か
ら
高

校
生
ま
で
幅
広
く
募
集

し
て
い
ま
す
。練
習
は
、

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
毎
週
土
曜
日
10
時
か

ら
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
一

度
覗
き
に
来
て
く
だ
さ

い
。 第

15
回
き
み
の
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末
」

〇
コ
ン
セ
ン
ト
、
電
源
プ
ラ
グ
等
に
よ
る
火

災延
長
コ
ー
ド
や
電
気
機
器
の
電
源
プ
ラ
グ

を
コ
ン
セ
ン
ト
や
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
に
差
し

込
む
際
、
ア
ー
ス
線
や
ヘ
ア
ピ
ン
な
ど
を
挟

み
込
ん
で
し
ま
い
、
シ
ョ
ー
ト
し
て
出
火
す

る
火
災
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
電
気
機
器
の

使
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ン
セ
ン
ト

に
電
源
プ
ラ
グ
を
接
続
し
て
い
る
と
き
に
は

通
電
し
て
お
り
、
感
電
や
火
災
の
危
険
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

〇
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火
災

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
、
コ
ン
セ
ン
ト

に
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ
の
差
し
刃
間
に
付
着

し
た
綿
ぼ
こ
り
等
が
湿
気
を
帯
び
て
微
小
な

ス
パ
ー
ク
を
繰
り
返
し
、
や
が
て
差
し
刃
間

に
電
気
回
路
が
形
成
さ
れ
出
火
す
る
現
象
を

言
い
ま
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火
災
は
、
隠

れ
た
部
分
で
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
発
見
が

遅
れ
て
思
わ
ぬ
被
害
に
繋
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ

た
め
、
電
源
プ
ラ
グ
は
、
使
用
時
以
外
は
コ

ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

長
時
間
差
し
た
ま
ま
の
電
源
プ
ラ
グ
等

は
、
定
期
的
に
点
検
し
、
乾
い
た
布
等
で
清

掃
し
、
発
熱
等
の
異
常
が
あ
る
場
合
は
、
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
ほ
こ
り
や
湿
気
の
多
い
環
境
で
使

わ
れ
て
い
る
も
の
や
、
家
具
等
の
陰
に
隠
れ

て
い
る
も
の
に
は
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

3月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 30（0） 0 30（0）

一 般 負 傷   7（0） 0   7（0）

交 通 事 故 0 0 0

そ の 他   6（0） 0   6（0）

合 計 43（0） 0 43（0）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

主
に
生
後
６
ヶ
月
か
ら
６
歳
頃
ま
で
の
乳

幼
児
期
に
、
38
度
以
上
の
発
熱
に
伴
い
発
症

し
ま
す
。
多
く
は
発
熱
後
24
時
間
以
内
に
み

ら
れ
意
識
消
失
と
と
も
に
全
身
の
突
っ
張

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

救
命
講
習
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

救
急
コ
ー
ナ
ー
「
小
児
熱
性
け
い

れ
ん
」

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習

電
気
に
よ
る
火
災
を
防
ご
う
！

り
、
手
足
の
震
え
、
白
目
を
向
い
た
り
唇
が

紫
色
に
な
り
ま
す
。
け
い
れ
ん
が
短
時
間
で

治
ま
り
意
識
状
態
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
け

い
れ
ん
に
対
す
る
治
療
は
な
く
、
症
状
や
発

熱
の
原
因
に
対
す
る
治
療
が
さ
れ
ま
す
。

発
症
し
た
場
合
、
呼
吸
し
や
す
い
よ
う
に

顔
を
横
に
向
け
て
寝
か
せ
、
け
い
れ
ん
の
様

子
や
持
続
時
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
初

め
て
の
け
い
れ
ん
や
、
5
分
以
上
継
続
、
短

時
間
に
繰
り
返
す
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療

機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
電
気
製
品
使
用
に
つ
い
て
の
注
意
点

・
使
用
す
る
前
に
、
電
気
製
品
の
取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

・
使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
の
電
源
プ
ラ

グ
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

・
故
障
し
た
場
合
は
、
自
分
で
分
解
せ
ず
、

専
門
の
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
ま
し
ょ

う
。

・
電
熱
器
等
の
電
気
製
品
の
周
囲
に
は
、
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
長
年
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
電
気
製
品

は
、
使
用
す
る
前
に
専
門
の
業
者
に
点
検

を
依
頼
し
て
、
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
使

い
ま
し
ょ
う
。

・
長
年
使
用
し
て
い
る
電
気
製
品
は
、
異
常

の
有
無
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。



5月

３月の人口の動き（令和３年３月１日～ 31日）　転入19人　転出40人　出生3人　死亡23人

総人口　8,457人（−41）［男 3,941人（−18）女 4,516人（−23）］
世帯数 4,167世帯（−3）　　紀美野町面積　128.34㎢

2021.515

紀美野町の人口
【令和３年３月末現在】

（　）内は前月比

行事名 日　時 開催場所 問い合わせ先（073）

移動町長室 12 日（水）
25 日（火） 美里支所

住民室 495 － 3471
総務課 489 － 5912

行政相談 20 日（木）
13 時～ 15 時

中央公民館 総務課 489 － 5912
美里支所 住民室 495 － 3471

障害者巡回相談 19 日（水）
10 時～ 11 時 30 分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センター AOI
障害者相談支援事業所らん

489 － 2908
483 － 0454
488 － 6314

こども園開放

12 日（水）・26 日（水）
10 時～ 11 時 きみのこども園 保健福祉課

489 － 9960
19 日（水）
10 時～ 11 時 こうのこども園 保健福祉課

「野いちごの会」による絵本
の読み聞かせ

10 日（月）
10 時 30 分～

総合福祉センター 子育て支援センター 489 － 6700コアラ教室
（生後 1 年 6 か月～入園まで）

11 日（火）・28 日（金）
9 時 30 分～ 11 時 30 分

カンガルー教室
（生後 3 か月～ 1 年 6 か月まで）

19 日（水）
9 時 30 分～ 11 時

クリニック（健康診断書発行）
（要予約） 10 日（月）・24 日（月）

9 時 30 分～ 10 時 30 分
（受付）

海南保健所 海南保健所 482 － 0600

性感染症検査・肝炎ウイルス検査（要予約）
検便（腸内細菌検査）（予約不要）
こころの健康相談

（要予約）
12 日（水）13 時～
24 日（月）13 時 30 分～

骨髄バンクドナー登録
（要予約）

10 日（月）・24 日（月）
10 時 30 分～ 11 時 30 分

医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日を除く）

その他 行事のお知らせ

　町では、下記のとおり会計年度任用職員の募集をしています。

募集職種 勤務場所 募集人数 応募資格 受付期限 申し込み
問い合わせ

保育士業務 きみのこども園 １人 保育士資格 5月21日（金）
保健福祉課
℡ 489-9960新型コロナワクチン接種関連業務 保健福祉課 １人 ― 随時募集

地域見守り支援業務 保健福祉課 １人 HP参照 5月21日（金）
文化センターコーディネーター 文化センター １人 ― 5月14日（金） 教育課　℡ 489-5915

　※会計年度任用職員から常勤職員への切り替えは一切ありません。また、次回の任用更新は確約されていません。
■選考方法　面接試験
■提出書類　・採用試験申込書　・履歴書（顔写真）　・資格が必要な業務については免許証の写し　・84 円切手
※試験日や報酬など、その他詳細については、募集要項をご確認のうえ、お申し込みください。
■募集要項は、職種ごとの問い合わせ先へご確認いただくか、町のホームページをご覧ください。

紀美野町会計年度任用職員の募集について ■問い合わせは下記へ
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新玉ねぎの丸ごとレンジ蒸し

ひとくちコラム作り方

か レん シた ピ

①　玉ねぎは上下を切り落として、上部1/3ほどの深
さに十字の切込みを入れる。

②　玉ねぎを器（耐熱のもの）に入れ、酒とオリーブ
オイルをかける。

③　器にふんわりとラップをして600Wの電子レンジ
で５分加熱する。

④　軟らかくなったらポン酢とかつお
節をかける。

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を行います。
　災害等の発生時に備え、全国一斉に防災行政無線を使用した情報伝達訓練を行います。
　この機会に自らの身は自らで守るという「自助」の考え方に基づく「いのち」を守る行動や、
周りの人たちと助けあう「共助」についてご近所の方や友人の方と、話し合ってみてください。
※今回の訓練は、放送のみです。訓練会場や避難所は、開設しません。
訓練日：５月19日（水）午前11時頃「テスト放送」を行います。

　玉ねぎに含まれるアリシンは、
ビタミンＢ１の吸収を高めて、新
陳代謝をよくし、疲労回復などに
効果があります。またケルセチン
は血液をサラサラにし、動脈硬

化・高血圧予防に役立ちます。
　オリーブオイルが素材のうまみを引き立て、かつ
お節・青ねぎの風味で、うす味でもおいしくいただ
けます。

[食塩相当量0.5ｇ/ １人分]

材料（1人分）
玉ねぎ............................................... 中1個
酒...................................................小さじ1
オリーブオイル.............................小さじ1
ポン酢..................................小さじ1と1/2
かつお節...............................................2ｇ
青ねぎ.......................................... お好みで

高血圧予防のための ん

訓
練


